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した。高温下で経時的な Kd の増加率
が大きかった原因として，粒子内拡散
に加えて，農薬の土壌溶液中の分解速
度が温度の影響を受けたことを挙げて
いる。Kd の経時変化が温度の影響を
受ける要因としては，土壌粒子内部へ
の拡散速度と水相 ( 土壌溶液 ) におけ
る分解速度の両者が関係しているもの
と考えられる。
　以上より，農薬の土壌吸着には
Fast process と Slow process が関与
し，これら 2 つの吸着過程が受ける
温度の影響は相反関係にあると言え
る。一般に農薬の土壌吸着は OECD
法で測定されるため Fast process を
評価している場合が多く，土壌吸着
と温度変化との関係についても Fast 
process に関する報告が多い。しかし，
実圃場における土壌吸着の変動を長期
的に解析するためには，両吸着過程を
考慮した複合的な解析が必要であろ
う。

おわりに

　本稿では土壌残留性に及ぼす温度の
影響について，筆者らが実施した容器
内試験の結果を交えながら基礎的な理
論の解説を行った。土壌中農薬の消失
は低温下で抑制されることから，実圃
場においても気温が低い冬季または高
緯度地域では農薬の土壌中での減衰が
遅く，半減期は長くなると推察される。
現行の農薬登録制度においては，土壌
残留試験の実施に際して試験時期の指
定はなく，試験期間中の気温条件は報

告されているものの，半減期の算定に
は考慮されていない。今後は，土壌残
留性の評価にあたって温度補正の概念
が必要かもしれない。また，土壌に残
留した農薬の後作物における薬害およ
び残留性の評価に関しては，土壌か
ら水抽出される農薬濃度に着目する必
要があり，その減衰には土壌吸着の経
時変化が寄与している。土壌吸着の温
度依存性については未解明な部分が多
く，今後さらなる知見の集積が必要で
あるが，これらは土壌における作物が
吸収可能な農薬濃度の減衰を季節変動
あるいは地域間差の観点から解析する
上でも重要な知見となろう。
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カタバミ科カタバミ属の多年生草本。3 枚のハート型

の葉が基部のとがったところで合わさり，誰が見ても簡

単にわかる。本来 3 出複葉であるが，どれが頂葉かは

わかりにくい。カタバミ属の中にムラサキカタバミやイ

モカタバミなど多くの種があり，カタバミの中にも変種，

品種がある。また，花の美しいものはオキザリスとして

園芸店に並ぶ。

通常，春から秋に花を咲かせるというが兵庫県南部辺

りでは一年中咲いている。この花，乾燥と日照を好み，

庭の花壇はもちろん，石垣の隙間，道路のアスファルト

の間，樋の中，フェンスのちょっとした窪みなどでも，

日当たりがよければ，ほんのわずかな土のところでも花

を咲かせている。

まばゆい光の中で花を咲かせるが，陰ってきたり陽が

落ちたりするとパタリと花を閉じる。花だけではなく暗

くなってくると葉も閉じる。閉じた葉は，ちょうど破れ

たハートのように半分になる。それを，片方だけ食べら

れた『片喰』という。その破れたハートに思いを馳せた

こんな歌がある。

「逢ふことの酢漿（かたばみ）草も摘まなくに　など

我が袖のここら露けき」（古今和歌六帖）

四葉のクローバーを持っていると幸せが訪れるとい

う。しかし，私にはかたばみのハートの方がより幸せな

気がするのだが，世間ではこの『片喰』ゆえに見向きさ

れないのだろうか。

かたばみにもハートが 4 枚の葉がまれに見つかる。

見つけたときにはハートが 4 倍になるのだろうか。そ

れとも『片喰』が 4 倍になるのだろうか。
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